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	休眠預金を活用した事業
	シンボルマーク「標語」公募要領
	【趣旨】
	【シンボルマークデザイン】
	シンボルマークのデザインは以下の通りを予定しており、利用時のデザインの大きさによって、デザインとセットで利用する「休眠預金等に係る資金を活用して実施する事業であることを示す」文字の表現も以下の通りとなります。
	【公募期間】
	2020年8月21日（金）～同年9月11日（金）17:00まで受付
	【応募資格・条件】
	【応募方法】
	【採用作品の審査】
	【審査委員】
	・佐藤　忠敏（株式会社ザ・デザイン・アソシエイツ代表）
	・中田　華寿子（アクチュアリ株式会社代表取締役）
	・若林　朋子（立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科　特任准教授）
	【審査のポイント】
	【採用作品発表・表彰】
	〇　採用作品は、2020年10月上旬頃（予定）に発表します。
	※採用作品は複数になる場合があります。
	〇　採用された場合には、採用された応募作品はJANPIAウェブサイトにて公開します（採用された方にご了解をいただけた場合、お名前、お写真、応募のきっかけや、作品に対する思いなどについて掲載を行う予定です）。
	〇　採用された場合には、採用された応募作品はJANPIAウェブサイトにて公開します（採用された方にご了解をいただけた場合、お名前、お写真、応募のきっかけや、作品に対する思いなどについて掲載を行う予定です）。
	〇　採用者には、「表彰状」と「謝金」（当機構の規程に基づき３０，０００円）をお渡しします。
	【シンボルマークの使用場面】
	〇　シンボルマークは、民間公益活動の現場（資金分配団体や実行団体の事業実施のあらゆる場）での掲出（ステッカー、幟、各種印刷物、名刺への刷り込み等）を想定しています。
	【その他】

	＜デザインの解説＞
	タンポポの綿毛は広くさまざまな場所に飛んでいき、いったん着地するとその場所にしっかりと根を張り花を咲かせます。容易には枯れることのないたくましさと持続性を兼ね備えたイメージがあり、このタンポポの持続性が本事業のシンボルにふさわしいものと考えます。綿毛のモチーフに、優しさと生命力の象徴や、社会的価値の拡大と深化を促進させるという意味を込めています。写実的な色使いとし、明るく希望に満ちた印象を重視しています。

